
　社団法人日本テニス事業協会の設立１０周年に際し、日頃感じている一端を述

べてみたいと存じます。

　まず、協会の発展には会員の増強が必要であります。協会の啓発、情報公開を

たえず怠ることなく続け、下部組織の地方協会と力を併せ積極的に会員加入を進

め、組織の充実を企ることが不可欠であります。

　又、設立当初はメンバークラブ経営の会員が主体でありましたが、次第にテニ

ススクール経営の会員が増加し、その比重が高まってきています。同じ資格で共

にテニスを介してサービス業に携わっている両者でありますが、その経営形態、

経営方針には多少の差異が見られます。

　しかし、テニスの普及発展を図り、経営の安定を共通の目標として、お互いの

立場を尊重理解し、情報交換を密にして、相互扶助を深め、それぞれの経営基盤を固める努力をすること

が必要であると存じます。

　スポーツなかんずくテニスは、プレーヤーに爽快感、充実感を与え豊かな人間性を育むにも役だってお

ります。このように生涯スポーツとも言えるテニスを楽しむ場を提供し、愛好者に親しまれている我々テ

ニス事業者は、誇りと自覚を忘れずに、私どもにとっては消費者であるテニスプレーヤーのニーズに報い

ることが我々の大きな使命であると考えています。

　しかし、昨今はその消費者のニーズも多様化し、我々テニス事業者の個々での対応には限界が見られる

場合が出てきているように思います。

　私ども事業協会は、当初から消費者であるテニス愛好家に満足感を得て頂くためにはどうすべきかの諸

々の課題についてオーナー、マネージャー、コーチ並びにスタッフを対象とした各種のセミナー、研修会

を開くとともに、経営に影響を受けている外的な公営コート、税制問題にも取り組み、相応の成果を収め

てきております。

　これらの活動については、改めて１０周年を迎えるのを契機にに心を新たにし会員が心を一つにして関

連諸団体と連携を保ち、真摯な活動を続けて、会員、協会、強いてはテニスの普及発展に寄与することを

期待して私の所感といたします。
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「協会の今後について」

編集後記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　テニス事業に関わる事業者の更なる発展を期して、業界の先人の方々が社団法人日本テニス事業

協会を設立してから早１０年、この間、関連諸官庁を始め応援下さった顧問の先生方、テニスに関

わる諸団体、多くのメーカーの方々、当協会会員の皆様、テニス愛好家の方々等々、皆様の暖かい

ご支援やお叱りをいただきながら今日を迎えることが出来ました。今までご支援を賜りました方々

に深く感謝する次第です。

 　今回、我々のその１０年を振り返り、更なる１０年を意義あるものにしようと、ささやかながら
この小冊子を編集致しました。今回の小誌の編集に当たりましても、多くの皆様のご協力を頂きま

したことを深く感謝致します。

　また今回は１０周年記念号ということで、当協会の理事を務めて頂いている方々の関係しておら

れるテニス事業者の方々からご協賛を頂きましたこと、改めて御礼申し上げます。
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